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●要約 

アムリット５の脳内のオピオイド受容体に対する影響および神経ペプチドに対する影響を試験した。動物の脳組織

を用いた試験管内の試験では、アムリット５がミュー、カッパ、デルタ・オピオイド受容体の結合を抑制すること

が示された。これらの受容体に結合するオピオイドペプチドは、無痛覚症、行動、食欲、内分泌物、および自律神

経機能の変化を誘発することが知られている。痛みの経路や肺・胃腸の炎症に関係する神経伝達物質、すなわちＰ

物質の濃度は、アムリット５を３カ月使用した人間の被験者において有意な減少を示した。この濃度は３カ月の期

間で２５５．８ｐｇ／ｍｌから３６．０ｐｇ／ｍｌに減少した（ｐ＜０．０１）。この結果は、アムリット５が痛み

の緩和や肺・胃腸の炎症の緩和に有効であることを示している。 

 


